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・議案第17号 掛川市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制 
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令和８年３月16日  

 

    以上のとおり報告します。 

 

（あて先）掛川市議会議長  藤原 正光 
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議 事 

午前９時 ０分 開議 

○委員長（石川紀子） ただいまから文教厚生委員会を開催いたします。 

 本定例会におきまして、当委員会に付託されました議案は 1件です。よろしく御審査をお願いい

たします。 

 それでは、諸般の報告として、私から数点申し上げます。 

 初めに、発言の際には挙手の上、委員長の許可を得てから、必ず自席のマイクのスイッチを入れ

て発言するようお願いいたします。 

 また、質疑においては、疑問点を明瞭に発言することとし、答弁も簡潔に分かりやすくお願いす

るとともに、一問一答方式でお願いいたします。 

 なお、議案等に関係のない質疑や意見は控えていただきますようお願いいたします。 

 本日は傍聴、資料配付及び報道の関係はありませんので、以上で事務連絡といたします。 

 それでは、審査に入ります。 

 まず、議案第17号 掛川市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定につ

いてを議題といたします。 

 それでは、こども保育支援課の説明をお願いいたします。 

 岡田こども保育支援課長。 

〔こども保育支援課 説明〕 

○委員長（石川紀子） 御説明ありがとうございます。 

 では、ただいまの説明に対して質疑はありますか。 

 堀内委員。 

○委員（堀内宏樹）  2月16日から申請を開始して 1か月、 3月16日で32世帯、38人ということで

すけれども、申請から結果が出るまでどれぐらいの期間がかかるんでしょうか。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩）申請については電子申請をしていただきますので、次の日には

確認をしまして、審査をします。二、三日あれば結果が出ます。 

○委員長（石川紀子） 望月係長。 

○こども保育支援課園運営支援係長（望月久美子） 園運営支援係の望月と申します。補足で回答

いたします。 

 電子申請で申請者から認定の申請が上がってきまして、こちらからその方に認定というお返しを
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するのが翌日か翌々日ぐらいというような日程で進めております。 

 以上です。 

○委員長（石川紀子） 失礼いたしました。ありがとうございます。 

 それでは、ほかに質疑ありますか。 

 川上委員。 

○委員（川上志満） ちょっとよく分かってなくて申し訳ないんですけれども、受け入れるときに

どこの保育室で保育とか、子供たち全部一緒にとか、保育士の数は足りているのかとか、受入れ体

制について教えていただけたらと思います。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） こども誰でも通園制度につきましては、余裕活用型と一般型、 

 2種類の方法がありまして、今回 5園については全て余裕活用型でやりますので、定員に達しない

ところにつきまして、そこに受け入れることができるということですので、保育士はもう確保して

ありますし、定員に不足があったところに預かるという形になりますので、保育士の確保は全てで

きているという状況の中で受入れをしております。 

○委員長（石川紀子） 川上委員。 

○委員（川上志満） そうなると、幼稚園で受入れという。余裕があるというのは幼稚園のほうが

余裕があるイメージなんですけれども、 5園というのは具体的にどこの園かというのはお分かりに

なりますか。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩）  1件目は認定こども園の桜木こどもの森、 2件目が小規模保

育事業所の大須賀にあるちゅーりっぷです。 3件目が天竜厚生会でやっております認定こども園の

子育てセンターとものもり、 4件目が、こちらも天竜厚生会のすずかけっこ保育園、あとすこやか

こども園になります。 

 以上の 5園です。 

○委員長（石川紀子） ほかに質疑はありますか。 

 山下委員。 

○委員（山下浩章） 関連してですけれども、今 5園で実施ということでそれぞれお答えございま

した。今後増やしていく予定があるのか、何園ぐらいを目標にしているのか、もしあればお聞かせ

ください。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 
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○こども保育支援課長（岡田正浩）  8月頃説明会をやったんですけれども、その頃10園前後、説

明を聞きに来た園がありましたので、それくらいで進められるかなと思ったんですけれども、結局

いろいろな園の体制がそろっていないとかということで 5園になってはおりますが、今後利用状況

を含めながら、園のほうにお願いをしていく予定でおります。 

 以上です。 

○委員長（石川紀子） ほかに質問はありますか。 

 山田副委員長。 

○副委員長（山田浩司） 今園全体、掛川市の中で園全体が何園あって、そのうちの 5園、ちょっ

とパーセントを確認したいので、全体で何園か教えてください。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 全園で36園です。そのうち公立は 3園あります。 

○委員長（石川紀子） それに関連や、そのほかで質疑ありますか。 

 堀内委員。 

○委員（堀内宏樹） ちょっと関連してないんですけれども、申請数が今、先ほど38人となったん

ですけれども、どれくらいを予想していましたか。それに対して多いか少ないかという認識をちょ

っと教えてください。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 計画では 420人を想定していたんですけれども、今回初めて

やるものですので、本当に未知数です。 

○委員長（石川紀子） よろしいですか。 

 沢崎部長。 

○こども希望部長（沢崎知加子） 余裕活用型ということで、年度前半は割と園が空いているんで

すね。今回受けるのは 0・ 1・ 2歳になるものですから、だんだん育休明けで入園してくる方たち

がいるので。なので、その様子を見ながら保育園、認定こども園、それから小規模を対象に今申請

を受け付けていますが、公立幼稚園もやればできますし、あと子育て支援センターとかそういった

ところも、準備を整えればできることになるので、需要と供給の中で、そこも必要であれば基準を

満たしていくような準備を整えていきたいと思っております。 

○委員長（石川紀子） そのほか。 

 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） 先ほど32世帯がオーケーになったということですけれども、この申し込んだ



－4－ 

ときに却下というか、受け入れられないというケースもありますか。32世帯が全てそのまま通った

ということですか。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 38人の方についてはそのまま確認をしてオーケーとなってお

ります。内訳ですが、 0歳児が11人で 1歳児が10人、 2歳児が17人です。 

○委員長（石川紀子） 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） ふだん保育士の先生方というのは、接している子供たちは保育されているん

ですけれども、単発で来るということに対しての不安とかそういったものは何か考えてらっしゃい

ますか。それ対応するというか。もう既にそういう声が上がっていますか。いかがでしょうか。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 園に行ったことがない園児が単発で来て、幼児教育する方は

なかなか大変だと思いますけれども、園も子供のために、慣れるためにこの制度があるものですか

ら、不安だと思いますけれども、慣れてくればいい制度になっていくのかなと思っております。 

○委員長（石川紀子） 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） ここの園にどうぞというお知らせをするわけですよね。そうじゃなくて、そ

の都度保護者の方が行ける、代われるんですか。月10時間も。ちょっとそのあたりをお願いします。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩）  5園でこの園がこの日は空いていますというのを公表します。

それを見て保護者の方が予約をして受け付けていくということです。最初に面接等もやってから開

始になります。 

○委員長（石川紀子） 川上委員。 

○委員（川上志満）  0歳から 2歳ということなんですけれども、 0歳児は何か月からというのは

あるんでしょうか。あと、 0歳児は何人申請されていますか。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 対象は 0歳 6か月から満 3歳未満になります。 0歳は現在11

人申請がありました。 

○委員長（石川紀子） 川上委員。 

○委員（川上志満） 今おっしゃったのは 0歳の 6か月。すみません。 

○委員長（石川紀子） 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） ちょっと勉強不足なんですけれども、たしかこの制度ができたというのは、
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今、子供が小さいわけですので、家でワンオペでやっているというところの不安とか、今の時代で

すから核家族になってしまって、そういった保護者の不安を取るというか、そういうことを緩和す

るという一つのそういう事業だったと記憶しているんですけれども、やはり対象の方が先ほどお話

のあった 420人もいらっしゃるということですので、せっかくこういう制度ができたんだったらこ

れをいかに啓発して、みんなが利用していただくようにしていただきたいと思うんですけれども、

「かけっこ」とかいろいろ情報はあると思うんですけれども、やっぱりここちょっと思ったより少

ないなという私の印象なものですから、そのあたりいかがでしょうか。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 現在の広報かけがわ 3月号にも掲載しておりますし、かけっ

このほうにも掲載しております。この条例が制定された 3月25日、許可があったとき26日から、ま

たここがやりますと、もう一度ＰＲしていきたいと思っております。 

○委員長（石川紀子） 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） いろんなツールがあるけれども、口コミというのがすごく、使った人がよか

ったよという、そういう広報もすごく大事なものですから、どこかで利用した方の、お名前は伏せ

て結構ですけれども、そういったコメントなんかも載せる機会があったらいいかなと思って、これ

はちょっと意見みたいなことですけれども。 

○委員長（石川紀子） ほかに。 

 松本委員。 

○委員（松本均） すみません、大体月10時間といっても、10時間といったら大体 1日ですよね。 

 8時間見たら 1日だと思うんですけれども、どういうふうな使い方を。例えば朝 1時間とか 2時間

とか、どういう方用と言ったらおかしいんですけれども、何ですかね。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） これは全て保護者におまかせしているんですけれども、でき

れば午前中、この事業は子供の育ちを応援するための事業ですので、できれば午前中の 9時からお

昼ぐらいの 3時間ぐらいを 3日間ぐらいやっていただければいいのかなと思うんですけれども、あ

くまでも保護者、子供目線で、いつが必要でこれをやっていけば園のほうに慣れるかなという事業

です。保護者とか園の子供の様子を見ながらやっていただければいいかなと思います。 

○委員長（石川紀子） 松本委員。 

○委員（松本均） 11月に条例で設備及び運営で可決をしているんです。設備については何か動き

があったんですか。 
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○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 現在のこども園などが運営していますので、設備等は何も問

題はありません。 

○委員（松本均） そのまま。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） そうです。 

○委員長（石川紀子） 山田副委員長。 

○副委員長（山田浩司） この条例の制定については、先ほど説明があったとおり、これ給付費を

払うためのこの条例が必要だという、その趣旨があるという、そんな認識でよろしいでしょうか。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 今回の条例につきましては、山田委員が言われたとおり、給

付費を払うための条例制定です。 

○委員長（石川紀子） ほかに質問はありますか。 

 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） 細かいことなんですけれども、そのお子さんたちが保育園で何か物を頂く、

そういうことは想定されていませんよね。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 園によってはおやつも提供する場合がありますので、その辺

は最初に面談をやって、アレルギーのこととか安心安全にやっていただくように園にはお願いして

おります。給食もあります。 

○委員長（石川紀子） ほかに質疑ありますか。 

○副委員長（山田浩司） 委員長。 

○委員長（石川紀子） 先ほどからお話聞いていて、どこでも自分が使える時間にということです

が、発達の関係もあるので、その子によっては御迷惑をおかけしないように、情報として話をした

いということで面接を行うということでしたので、やっぱり園へ通うに当たっては、空きがあるか

ら使ってくださいよりも、その子に合った場所でずっと使える、これから毎月のように使っていか

れるというところが大事かなと思うんですけれども、面接のときにはそういった配慮もされるんで

しょうか。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） そうですね。面接において、いろいろな子供の発達とか、そ

ういうことも確認しながらやっていきます。 
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○委員長（石川紀子） ほかに質疑はありますか。 

 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） すみません。 1点訂正ですが、先ほど山田委員のときに36園

という回答をいたしましたけれども、公立幼稚園を含めますと38園になります。 

○委員長（石川紀子） ありがとうございます。 

 松本委員。 

○委員（松本均） 気になったのは、どの時間でもいいよというのと、やっぱりスタッフ、先生の

この時間が多くてこの時間が少なくてというのが発生するんじゃないかなと思うんですよ。それは

どういうふうにするのか。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 募集をするときに、何日の何時はオーケーですということを

公表して、そこに保護者の方が予約しますので、全く 1日駄目だよ、余裕活用型でもう一杯、ほか

の方が入っているから駄目だよという日は、受け付けはできないような形になっております。申請

ができない。 

○委員長（石川紀子） 松本委員。 

○委員（松本均） そうすると、その 1時間には最高何人とかって決まりがあるんですか。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 余裕活用型ですので、何人という枠があります。何人、ここ

に余裕があるので 1人とか 2人とかという、何歳何人とかということです。 

○委員長（石川紀子） お願いします。 

○こども保育支援課主幹（岩本優子） こども保育支援課の岩本です。 

 この事業につきましては、親御さんの都合でお子さんを預かるのではなくて、子供がいかに園で

社会体験を積んでいただけるかということを主に考えておりますので、園においても何時ぐらい、

どれぐらいの時間帯であればお子さんに有意義な時間を過ごしていただけるか、そういったことを

考えて時間の設定をしております。まずは小さいお子さんですので、初めは午前中の 2時間ぐらい

を予定している園が多く思っております。また慣れていけば午後ということもあろうかと思います

が、大体の園において、午後はほとんどお昼寝になってしまうことが多いものですから、お子さん

が園においてほかの子と関わったり遊んだりとかということであれば、午前中の時間を 2時間程度

を設定する予定でいるようです。 

 以上です。 
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○委員長（石川紀子） 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） いろいろ教えていただきましたけれども、保険というかそういったことの対

応はどのようになっていますか。 

○委員長（石川紀子） 岩本主幹。 

○こども保育支援課主幹（岩本優子） こちらの今回のお認めいただく条例の中では、また国の基

準の中でも、事業者は保険に加入することを求められておりますので、どちらにおいても時間帯の

けがなどはカバーできる保険に入るつもりでおります。 

○委員長（石川紀子） 山田副委員長。 

○副委員長（山田浩司） この、こども誰でも通園制度、そもそもちょっと確認させてもらいたい

んですけれども、この目的は何でしょうか。 

○委員長（石川紀子） 岡田課長。 

○こども保育支援課長（岡田正浩） 子供が家庭で得られない経験をするために、保育園などに通

園することです。先ほど言ったとおり、子供の育ちを応援することを目的としております。 

○委員長（石川紀子） 質疑はありますでしょうか。 

〔「なし」との声あり〕 

○委員長（石川紀子） 質疑はないようですので、以上で質疑を終結いたします。 

 質疑が終了しましたので、ここで委員間討議を行います。 

 意見のある方はお願いします。 

 山田副委員長。 

○副委員長（山田浩司） このこども誰でも通園制度の背景というのは、多分孤立育児とか、今、

目的の部分で、家庭で得られないような子供の育ちを応援することというお話があったんですけれ

ども、その背景というのは子供の孤立育児の防止、それから児童虐待の予防とか、あと子供の発達

支援とか保護者のリフレッシュなど、そういった背景があると思うんですね。そういう中で、この

子供の育児の応援することというのは、やっぱり非常に重要だなというふうに思っております。今

お話聞いていても、月10時間ということは、大体松本委員のおっしゃったとおり、月 1回使えるぐ

らいかなとは思うんですけれども、ただ保育士不足が叫ばれている中で、 5園手を挙げてくださっ

たというのは本当にありがたいことだなと思うし、この事業が広がっていくことを期待したいなと

いうふうに思っているところです。 

○委員長（石川紀子） 今の山田委員のことに関してでも結構ですが。 

 堀内委員。 
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○委員（堀内宏樹） 通ずるところもあるんですけれども、自分の子供も 4人中 3人を保育園とい

うか企業型のほうに預けたんですが、やっぱり数多くの子供の中で過ごすというのは、その先の小

学校に上がったときに集団になるものですから、これすごくコミュニケーション能力とか、我慢す

ることとか、周りを見ることとか、いろんな学びがあったなと、子供を見ていて思います。ただ子

供を基本的にやっているって言いますけれども、現状は多分、運用されると親の都合で預けられる

というリアルな使い方になってくるんじゃないかなと思うので、または特に先ほど障がいのことと

かもあったんですけれども、その障がいの度合いによってはお断りしなければならないという、そ

れはスタッフが整っていないとか施設が整っていないという意味で、いろんな意味で断らなきゃい

けない部分も、数件かもしれませんけれども出てくるかなというのがあり得るかなと思いました。 

 以上です。 

○委員長（石川紀子） 松本委員。 

○委員（松本均） 恥ずかしい話で、うちにも 0歳と 1歳の孫がいて、昨日もずっと見ていたんで

すけれども、本当大変なので、これ子供どうこうというよりも、母親とか家族が面倒見るというの

は本当に大変なので、ちょっと息抜きも必要だと思うし、やっぱりストレスもすごい感じるので、

何か毎回毎回ということではなくて、先ほど聞いたようにほんの 1時間でも、何か憩いの時間をつ

くってあげると。そういったことについては、非常に大切じゃないかなというふうに感じています。

今泣いていたと思ったら今度笑っていたり、あっち走っていたらもうそっち走っている、そっち走

っていたらこっち。御飯を食べられない、お風呂も入れない、やっぱりお母さん、お父さん大変だ

と思います。 

○委員長（石川紀子） 堀内委員。 

○委員（堀内宏樹） 先ほど親の都合ってちょっと冷たい言い方しちゃったんですけれども、全然

そういう否定的な意味じゃないです。そういう利用も実はいいんじゃないかなという意見です。 

○委員長（石川紀子） 山下委員。 

○委員（山下浩章） 先ほど山田委員から目的は何ですかということで問いがあって、やっぱりち

ょっと目的が分かりにくい、見えていないから市民に伝わり切っていないと思いますので、かけっ

このほうにも丁寧に説明が載っていますけれども、目的も添えて、いろいろ市民に伝えていただけ

ると大変よろしいかなと思います。 

 あとほかの制度ですよね。一時預かり保育と子育て支援センター、ファミリーサポートもあると

思いますので、そこも分類で、違いについても説明ありましたけれども、そこも併せて案内しても

らえると、非常に市民に分かりやすくていいかなと思います。 



－10－ 

 以上です。 

○委員長（石川紀子） 窪野委員。 

○委員（窪野愛子） きっと保護者の人たちはこういった制度を待っていたというところがあると

思います。保育園に入れようと思ってもなかなか入れなかったりとか、様々なところに事情がある

と思うんですけれども、0歳から 3歳以下の子って一番手がかかると思うんですけれども、やっぱ

りそうすると、私は保育士の負担というのをすごく考えてしまって、今、年度当初は子供がまだそ

んなにというゆとりがあるんだみたいなことをおっしゃって、それもそうだなと思うんですけれど

も、やっぱりそこの保育士の対応、対策というか、それなりのことを考えて、これからきっとこう

いういい制度をまた利用する人も増えてくると思うものですから、そのあたりも考えて予算的な措

置もしていかなければいけないのではないかというところを感じました。皆さんのおっしゃってい

ること、本当にもっともだなって思うものですから。やってみて課題というか問題点も出てくると

思うので、その都度それはしっかりと現場、そして担当課の人たちとよくコミュニケーションを取

って対応していっていただければいいのではないかなと思いました。 

○委員長（石川紀子） たくさん皆さんから意見いただきましたが、意見のある方いらっしゃいま

すか。 

 川上委員。 

○委員（川上志満） 先ほどから発達の問題も出ているんですけれども、本当に支援が必要な方と

いうのは、やっぱり発達の子のお母さんかなというふうに思いますので、その受皿がやっぱりない、

お断りするということになるというと、またしんどいなというのが分かりますので、なかなか難し

いかとは思うんですけれども、人手の問題で難しいとは思うんですけれども、そのあたりを少しず

つ検討していただけたらありがたいなと思いました。 

 以上です。 

○委員長（石川紀子） 子供のことだけでなく、育てている親のこともという御意見が出ておりま

すが、ほかに御意見があれば。いかがですか。 

〔「なし」との声あり〕 

○委員長（石川紀子） では、意見がないようですので、以上で討議を終結いたします。 

 では、討論に移ります。 

 討論はありますか。 

〔「なし」との声あり〕 

○委員長（石川紀子） 以上で討論を終結いたします。 
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 それでは、採決に入ります。 

 議案第17号 掛川市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について、

原案のとおり可決することに賛成の方の挙手をお願いいたします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（石川紀子） ありがとうございました。 

 全員挙手ということで、議案第17号については、全会一致にて原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。 

 こども保育支援課の皆さん、ありがとうございました。 

 次に移ってよろしいですか。 

 委員のほうに伝えます。閉会中の継続調査申出事項についてを議題といたします。 

 サイドブックスに資料を掲載してありますので、御覧ください。 

 資料のとおり 4項目の内容でよろしいでしょうか。よろしかったら挙手をお願いいたします。 

〔賛成者挙手〕 

○委員長（石川紀子） ありがとうございます。 

 全員ということで、それでは、文教厚生委員会の継続調査申出事項については、資料のとおり 4

項目といたします。 

 以上で、当委員会に付託されました議案の審査を終了いたしました。 

 それでは、文教厚生委員会を終了いたします。 

 御苦労さまでした。 

午前９時３５分 散会 

 


